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1 .研究概要
土器で塩を作る際にかかる時
間や、質量が土器の厚さに
よって変化するのか調べる

2.製塩土器
縄文時代に使われていた、塩を
作るための土器である。厚さは
約1センチであったとされる。

３.研究方法
①厚さをそれぞれ３，５，７，ミリの土器を用意した。
②初めに８０ｍｌの海水を入れ、２０ｍｌ減るとその分足した。
③②を4回繰り返し、計８０ｍｌの海水を熱した。

４.研究結果

研究前の重さ
（g）

研究後の重さ
（g）

研究の時間

７ｍｍ １３５．８４ １５９．５５ １７分５０秒

５ｍｍ １４０．２１ １６７．４２ ３４分４０秒

３ｍｍ １１７．２５ １３４．９８ ５２分００秒

ビーカー ４４分０６秒

５.考察
表を見ると、土器の厚さが厚いほど塩水が減る時間が短く
なっているので、一次関数のようなグラフが出来るのではな
いか。

これは厚い土器の方が、土器中の穴に塩水を多く貯え、効率よく
蒸発させることが出来たためではないか。

６.まとめ
今回、土器が多孔質であることを利用し、製塩が行えると再確認
できた。
来年にはさらに土器の厚さを細かく分け、本当に一次関数のよう
なグラフが出来るのかを調べたい。


